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(54)【発明の名称】 表示制御装置及びプログラム

(57)【要約】
【課題】事前にテーブルを作成すること無く、コントラ
ストの自動調整を行えるようにすること。
【解決手段】ソフトウェア制御により、Ｄ／Ａコンバー
タ５を介して濃度調整信号４を液晶表示パネル３に与え
ることで、指定された表示階調と実際の表示における表
示濃度との対応関係を調整し、その調整状態において、
表示画面上における光センサ２に対応した測定対象部分
３Ａに指定する表示階調を複数の値に変化させながら各
指定表示階調に対する実際の表示濃度をＡ／Ｄコンバー
タ６を介して測定して記録する。そして、その記録され
た表示階調の変化に対する表示濃度の変化情報と、測定
時の調整状態情報とに基づいて、表示階調の変化に対す
る表示濃度の変化が特定の関係になるように上記濃度調
整信号４を調整する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  指定された表示階調に応じた表示濃度で
各表示画素を表示する表示制御装置であって、
指定された表示階調と実際の表示における表示濃度との
対応関係を調整する調整手段と、
表示面近傍に設けられた光センサにより、表示画面上に
おける前記光センサに対応した測定対象部分の表示濃度
を測定する測定手段と、
前記調整手段によって前記対応関係を調整し、その調整
状態において、前記測定対象部分に指定する表示階調を
複数の値に変化させながら各指定表示階調に対する実際
の表示濃度を前記測定手段によって測定して記録する記
録手段と、
前記記録手段によって記録された表示階調の変化に対す
る表示濃度の変化情報と、測定時の調整状態情報とに基
づいて、表示階調の変化に対する表示濃度の変化が特定
の関係になるように前記調整手段による調整を行う補正
手段と、
を具備したことを特徴とする表示制御装置。
【請求項２】  複数の調整状態に対して、前記記録手段
により表示階調の変化に対する表示濃度の変化情報を記
録し、
前記補正手段は、その記録された複数の変化情報の各々
を特定の評価条件によって評価し、評価値の高い調整状
態を選択して設定するようにしたことを特徴とする請求
項１に記載の表示制御装置。
【請求項３】  前記調整手段は、全表示階調における表
示濃度全体を調整するコントラスト調整手段であること
を特徴とする請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項４】  前記補正手段は、表示階調の変化に対す
る表示濃度の変化がより直線的になる場合の評価値をよ
り高く評価することを特徴とする請求項１に記載の表示
制御装置。
【請求項５】  前記直線性の判断基準として、最小二乗
近似直線との距離の積分値により判断することを特徴と
する請求項４に記載の表示制御装置。
【請求項６】  前記直線性の判断基準として、表示階調
の変化に対する表示濃度の変化において一定以上の傾き
が続く階調範囲の大きさにより判断することを特徴とす
る請求項４に記載の表示制御装置。
【請求項７】  前記記録手段は、２つの表示階調におけ
る光センサの出力値を計測して記録することを特徴とす
る請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項８】  前記測定手段は、より濃い表示階調と、
より薄い表示階調とのそれぞれに対応する２つの光セン
サを設け、対応する表示領域を、より濃い表示階調とよ
り薄い表示階調に設定し、同時に計測することを特徴と
する請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項９】  コンピュータに、
指定された表示階調と実際の表示における表示濃度との
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対応関係を調整する機能と、
表示面近傍に設けられた光センサにより、表示画面上に
おける前記光センサに対応した測定対象部分の表示濃度
を測定する機能と、
前記対応関係を調整し、その調整状態において、前記測
定対象部分に指定する表示階調を複数の値に変化させな
がら各指定表示階調に対する実際の表示濃度を測定して
記録する機能と、
前記記録された表示階調の変化に対する表示濃度の変化
情報と、測定時の調整状態情報とに基づいて、表示階調
の変化に対する表示濃度の変化が特定の関係になるよう
に前記調整を行う機能と、
を実現させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、指定された表示階
調に応じた表示濃度で、例えば液晶表示装置の各表示画
素を表示する表示制御装置、及びコンピュータにそのよ
うな表示制御装置の機能を実現させるためのプログラム
に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、省スペースの目的で、液晶表示装
置が広く利用されるようになってきている。
【０００３】図７の（Ａ）は、このような液晶表示装置
の表示回路のブロック構成図である。
【０００４】即ち、ＣＰＵ１０１は、各表示画素毎の表
示階調情報と共に表示画面のイメージデータを表示バッ
ファメモリ１０２に書き込むものであり、表示制御回路
１０３は、この表示バッファメモリ１０２に記憶されて
いる各表示画素の表示階調情報を定期的にスキャンして
液晶ドライバ１０４に与える。
【０００５】また、上記ＣＰＵ１０１は、コントラスト
（濃度）調整用電子ボリューム１０５にコントラスト調
整用データをセットする。このコントラスト（濃度）調
整用電子ボリューム１０５は、そのセットされたコント
ラスト調整用データに基づく電圧制御信号を液晶駆動用
電源１０６に対して与える。そして、液晶駆動用電源１
０６は、その電圧制御信号に応じた基準電圧を発生し、
その基準電圧を上記液晶ドライバ１０４が必要とする複
数の電圧に分割して、上記液晶ドライバ１０４に与え
る。
【０００６】而して、液晶ドライバ１０４は、与えられ
た分割電圧（バイアス電圧）を利用することによって、
液晶表示パネル（ＬＣＤ）１０７の各表示画素に対して
表示階調に応じた電圧を与える。これにより、ＬＣＤ１
０７は、各表示画素部分の透過率を与えられた電圧に応
じた透過率に変化させる。
【０００７】一方、上記ＣＰＵ１０１は、ブライト（輝
度）調整用電子ボリューム１０８にブライト調整用デー
タをセットする。このブライト（輝度）調整用電子ボリ
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ューム１０８は、セットされたブライト調整用データに
基づく電圧制御信号をバックライト駆動用電源１０９に
対して与える。そして、バックライト駆動用電源１０９
は、その与えられた電圧制御信号に応じたバックライト
駆動電圧を発生し、バックライト１１０に対して与え
る。よって、バックライト１１０は、その与えられた電
圧に応じた輝度で発光し、そのバックライト１１０の輝
度が、上記ＬＣＤ１０７の各表示画素の透過率に応じて
減光されて各表示画素を光らせることになる。
【０００８】ここで、上記ＬＣＤ１０７に用いられるＳ
ＴＮ液晶は、印加電圧に応じて透過率が変化する特性を
利用して階調表示を行う。この透過率は、同じ印加電圧
でも環境温度によって図７の（Ｂ）に示すように変化す
る。このため、低温時には白く、高温時には黒くなり、
コントラストが悪くなる。これを防ぐため、図７の
（Ｃ）に示すように、階調設定範囲に対する印加電圧範
囲を、コントラスト（濃度）調整用電子ボリューム１０
５によって変えられるようになっている。
【０００９】また、液晶表示装置は、各表示画素毎の表
示濃度を何段階かの階調により切り換えて表示すること
により文字や図形等を表示するものであるが、この時、
指定した表示階調と実際の表示濃度との関係は、必ずし
もリニアに変化するとは限らず、例えばＳＴＮ液晶等の
場合には、指定（設定）表示階調と実際の表示濃度との
関係は、図７の（Ｂ）のグラフと同様に、調整可能な全
階調の両端部分ではコントラストが低下する（つまり、
階調変化に対する濃度変化が少ない）。また、使用環境
温度等の影響によりこの関係は変化する。
【００１０】このため、通常は、利用者が使用環境や好
みに合わせて液晶表示のコントラストを見やすく調整す
るためのコントラスト調整ボリュームが設けられてい
る。このコントラスト調整ボリュームにより、液晶表示
パネル（ＬＣＤ）全体の表示濃度が調整され、その結
果、コントラストの最も良くなる階調領域を使用するこ
とができるようになる。
【００１１】更には、このコントラスト調整を自動で行
うために、上記ＣＰＵ１０１によって制御される上記コ
ントラスト（濃度）調整用電子ボリューム１０５が設け
られている。そして、このコントラスト（濃度）調整用
電子ボリューム１０５の制御は、通常、温度センサによ
る検出温度に応じて、予め設定されている温度－濃度関
係テーブルによる補正を行う方法が用いられている。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記方
法では、事前に温度－濃度関係テーブルを作成する必要
があり、また、その温度－濃度関係テーブル作成に使用
した液晶と実際に搭載されている液晶の特性の個体差に
対応できないなどの問題があった。
【００１３】本発明の課題は、事前にテーブルを作成す
ること無く、コントラストの自動調整が可能な表示制御
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装置を提供することである。
【００１４】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
めに、本発明による表示制御装置は、指定された表示階
調に応じた表示濃度で各表示画素を表示する表示制御装
置であって、指定された表示階調と実際の表示における
表示濃度との対応関係を調整する調整手段と、表示面近
傍に設けられた光センサにより、表示画面上における上
記光センサに対応した測定対象部分の表示濃度を測定す
る測定手段と、上記調整手段によって上記対応関係を調
整し、その調整状態において、上記測定対象部分に指定
する表示階調を複数の値に変化させながら各指定表示階
調に対する実際の表示濃度を上記測定手段によって測定
して記録する記録手段と、上記記録手段によって記録さ
れた表示階調の変化に対する表示濃度の変化情報と、測
定時の調整状態情報とに基づいて、表示階調の変化に対
する表示濃度の変化が特定の関係になるように上記調整
手段による調整を行う補正手段と、を具備したことを特
徴とする。
【００１５】また、本発明によるプログラムは、コンピ
ュータに、指定された表示階調と実際の表示における表
示濃度との対応関係を調整する機能と、表示面近傍に設
けられた光センサにより、表示画面上における上記光セ
ンサに対応した測定対象部分の表示濃度を測定する機能
と、上記対応関係を調整し、その調整状態において、上
記測定対象部分に指定する表示階調を複数の値に変化さ
せながら各指定表示階調に対する実際の表示濃度を測定
して記録する機能と、上記記録された表示階調の変化に
対する表示濃度の変化情報と、測定時の調整状態情報と
に基づいて、表示階調の変化に対する表示濃度の変化が
特定の関係になるように上記調整を行う機能と、を実現
させるためのものであることを特徴とする。
【００１６】即ち、本発明の表示制御装置及びプログラ
ムによれば、指定された表示階調と実際の表示における
表示濃度との対応関係を調整し、その調整状態におい
て、表示画面上における光センサに対応した測定対象部
分に指定する表示階調を複数の値に変化させながら各指
定表示階調に対する実際の表示濃度を測定して記録す
る。そして、その記録された表示階調の変化に対する表
示濃度の変化情報と、測定時の調整状態情報とに基づい
て、表示階調の変化に対する表示濃度の変化が特定の関
係になるように上記調整を行う。
【００１７】従って、個々のデバイスのばらつきや、使
用環境に応じて表示濃度の調整が必要な表示デバイスに
おいて、実際の使用環境や製品毎に自動的に最適な調整
状態に設定することができる。
【００１８】なお、複数の調整状態に対して、上記記録
手段により表示階調の変化に対する表示濃度の変化情報
を記録し、上記補正手段は、その記録された複数の変化
情報の各々を特定の評価条件によって評価し、評価値の
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高い調整状態を選択して設定することが好ましい。
【００１９】或いは、上記調整手段は、全表示階調にお
ける表示濃度全体を調整するコントラスト調整手段であ
るものとしても良い。そうすることで、通常よく使われ
るコントラストボリュームの自動設定を行うことができ
る。
【００２０】また、上記補正手段は、表示階調の変化に
対する表示濃度の変化がより直線的になる場合の評価値
をより高く評価することが好ましい。そうすることで、
直線性を判断基準としたため、より自然な階調表示が得
られる。この場合、上記直線性の判断基準として、最小
二乗近似直線との距離の積分値により判断するものとし
ても良い。そうすれば、直線性の判断を容易且つ的確に
行うことができる。或いは、上記直線性の判断基準とし
て、表示階調の変化に対する表示濃度の変化において一
定以上の傾きが続く階調範囲の大きさにより判断するも
のとしても良い。そうすれば、直線性の判断を容易且つ
的確に行うことができる。
【００２１】また、上記記録手段は、２つの表示階調に
おける光センサの出力値を計測して記録するものとして
も良い。そうすることで、より素早くコントラスト調整
を行うことができる。
【００２２】更に、上記測定手段は、より濃い表示階調
と、より薄い表示階調とのそれぞれに対応する２つの光
センサを設け、対応する表示領域を、より濃い表示階調
とより薄い表示階調に設定し、同時に計測するものとし
ても良い。そうすることで、より素早くコントラスト調
整を行うことができる。
【００２３】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を第１
図乃至図６の（Ｂ）を参照して説明する。
【００２４】［第１の実施の形態］図１は、本発明の第
１の実施の形態に係る表示制御装置の適用された液晶表
示装置の構成を示す図である。
【００２５】即ち、この液晶表示装置においては、光源
１と光センサ２とを液晶表示パネル３を挟む形で配置す
る。その配置位置は、通常の使用に差し支えない画面の
隅とする。以下に述べる手順で、ソフトウェア制御によ
り濃度調整信号４をコントラスト（濃度）調整用電子ボ
リュームとしてのＤ／Ａコンバータ５で変化させ、なお
かつ、光源１から光センサ２に至る測定対象部分３Ａの
液晶表示パネル３に表示する階調も変化させ、それぞれ
の場合における光センサ２からの出力値をＡ／Ｄコンバ
ータ６を介して計測し、演算を行うことにより、最適な
濃度調整信号４の値を決定する。
【００２６】図２の（Ａ）は、計測手順のフローチャー
トを示す図である。即ち、まず、初期設定として、濃度
調整値を最も薄く設定する（ステップＳ１１）。
【００２７】そして、階調を変化させながら、各階調時
の光センサ出力値を計測し、記憶する（ステップＳ１
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２）。その後、濃度調整値が最も濃い値か否かを判別し
（ステップＳ１３）、まだ最も濃い値になっていなけれ
ば、濃度調整値を１段階濃く設定して（ステップＳ１
４）、上記ステップＳ１２に戻る。
【００２８】而して、濃度調整値が最も濃い値となって
いれば、この計測手順を終了して、演算手順に進むこと
になる。
【００２９】なお、上記ステップＳ１２の処理は、図２
の（Ｂ）に示すようにして行われる。
【００３０】即ち、まず、光源１と光センサ２に挟まれ
た測定対象部分３Ａの階調を最も薄く設定する（ステッ
プＳ１２Ａ）。
【００３１】そして、光センサ出力値を計測し、現在の
濃度調整値及び階調と共に記憶する（ステップＳ１２
Ｂ）。その後、階調が最も濃く設定されているか否かを
判別し（ステップＳ１２Ｃ）、まだ階調が最も濃く設定
されていなければ、階調を１段階濃く設定して（ステッ
プＳ１２Ｄ）、上記ステップＳ１２Ｂに戻る。
【００３２】而して、階調が最も濃く設定されているな
らば、上位のルーチンの上記ステップＳ１３に戻ること
になる。
【００３３】以上のような計測手順により、図３の
（Ａ）に示すように、各濃度調整信号毎の各階調におけ
る計測値を示す表が作成される。
【００３４】次に、演算手順を説明する。この演算手順
は、上記のようにして作成された表から、階調と計測値
の関係が最も直線的になる濃度調整値を以下の方法で選
択するものである。
【００３５】図４は、演算手順のフローチャートを示す
図である。即ち、まず、濃度調整値が一番薄い場合のデ
ータを選択する（ステップＳ２１）。
【００３６】そして、階調と計測値の間の直線性を算出
し、濃度調整値と共に記憶する（ステップＳ２２）。そ
の後、濃度調整値が最も濃く設定されているか否かを判
別し（ステップＳ２３）、まだ濃度調整値が最も濃く設
定されていなければ、その濃度調整値を１段階濃く設定
した上で（ステップＳ２４）、上記ステップＳ２２に戻
る。
【００３７】而して、濃度調整値が最も濃く設定されて
いるならば、上記ステップＳ２２において記憶したデー
タから、最も直線性が高い濃度調整値を選択し、コント
ラスト（濃度）調整用電子ボリュームとしてのＤ／Ａコ
ンバータ５に設定して（ステップＳ２５）、この演算手
順を終了する。
【００３８】ここで、上記ステップＳ２２における直線
性の算出方法を説明する。階調と計測値をグラフに取る
と、図５の（Ａ）に示すようになる。このグラフにおい
て、グラフ中央部の階調と計測値が直線的になっている
部分が長いほど、階調と液晶表示パネル３の表示濃度
（即ち、表示色の濃さや明るさ）との関係が直線的とな
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る。
【００３９】そこで、図３の（Ｂ）に示す手順で、この
度合いを算出する。ここで算出された値が小さいほど、
直線性は高いと判断するものである。
【００４０】即ち、まず、最小二乗近似直線を算出し
（ステップＳ２２Ａ）、その最小二乗近似直線と実際の
値の距離の和（即ち、積分値）を算出する（ステップＳ
２２Ｂ）。そして、この算出した距離の和（積分値）を
直線性の指標として（ステップＳ２２Ｃ）、その直線性
の指標を濃度調整値と共に記憶して（ステップＳ２２
Ｄ）、上位のルーチンの上記ステップＳ２３に戻ること
になる。
【００４１】以上、本第１の実施の形態のように、液晶
表示パネル３の濃度調整を行うことにより、個々の液晶
の表示濃度に適した調整を行うことが可能となる。特
に、直線性に着目して調整を行っているため、自然な階
調が得られる。
【００４２】なお、上記直線性の算出においては、図５
の（Ｂ）に示すように、上記計測して得られた値を階調
で微分して傾きを算出し、その傾きが平均値以上である
部分の階調の範囲を直線性の指標としても良い。この場
合、傾きの範囲が広いほど、直線性が高いことになる。
【００４３】また、本第１の実施の形態では、ＳＴＮ液
晶表示装置での動作例を示し、コントラスト（濃度）調
整用電子ボリュームにより液晶表示パネル３に加えるバ
イアス電圧を制御することによって、全階調における表
示濃度を一様に上げたり下げたりして見やすさを調整し
ているが、各階調毎の補正値を記憶したテーブルを設
け、このテーブルの設定値を変えるようにすることで、
部分的に指定階調と実際の表示濃度との関係を補正する
ようにしても良い。
【００４４】更に、液晶表示装置のような光の透過率を
可変するようなデバイスだけでなく、例えばＣＲＴや、
プラズマディスプレイのような各画素が発光するような
デバイスに適用することも可能である。また、カラー表
示の場合に、Ｒ，Ｇ，Ｂ毎に個別に調整を行うようにし
ても良い。
【００４５】［第２の実施の形態］次に、本発明の第２
の実施の形態を説明する。
【００４６】前述の第１の実施の形態では、多階調にお
いて計測するとしたが、簡略化のため、本第２の実施の
形態では、最も濃い階調と、最も薄い階調の場合のみ計
測を行い、その差が最も大きい濃度調整値を選択するも
のである。
【００４７】なお、２値表示の液晶パネルの場合は、本
第２の実施の形態の手法の方が有効である。
【００４８】図６の（Ａ）は、本第２の実施の形態にお
ける計測手順のフローチャートを示す図である。
【００４９】即ち、まず、初期設定として、濃度調整値
を最も薄く設定する（ステップＳ３１）。 *
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*【００５０】そして、最も薄い階調を計測して、記憶し
（ステップＳ３２）、更に、最も濃い階調を計測して、
記憶する（ステップＳ３３）。その後、濃い場合と薄い
場合の差を算出し、濃度調整値と共に記憶する（ステッ
プＳ３４）。そして、濃度調整値が最も濃い値か否かを
判別し（ステップＳ３５）、最も濃い値でなければ、上
記濃度調整値を１段階濃く設定した上で（ステップＳ３
６）、上記ステップＳ３２に戻る。
【００５１】而して、濃度調整値が最も濃い値となって
いる場合には、この計測手順を終了して、演算手順に進
むことになる。
【００５２】このような計測手順によって、図６の
（Ｂ）に示すような、各濃度調整値に対する計測値の差
を示す表が得られる。
【００５３】そして、演算手順では、この表の計測値の
差が最大の部分をコントラストが最大であるとみなし、
そのときの濃度調整値を選択して、コントラスト（濃
度）調整用電子ボリュームとしてのＤ／Ａコンバータ５
に設定する。
【００５４】このような本第２の実施の形態によれば、
計測する階調を２階調とし、最適な濃度調整値を算出す
る過程を簡易化したことにより、より高速に濃度調整を
行うことが可能になる。
【００５５】なお、２階調の計測を行うため、図１にお
ける光源１及び光センサ２を２組配置し、それぞれ最も
濃い階調、最も薄い階調専用に計測しても良い。この場
合、１度に２階調分測定できるため、計測がより高速に
行える。
【００５６】以上、実施の形態に基づいて本発明を説明
したが、本発明は上述した実施の形態に限定されるもの
ではなく、本発明の要旨の範囲内で種々の変形や応用が
可能なことは勿論である。
【００５７】
【発明の効果】本発明によれば、事前にテーブルを作成
すること無く、コントラストの自動調整が可能な表示制
御装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る表示制御装置
の適用された液晶表示装置の構成を示す図である。
【図２】（Ａ）は計測手順のフローチャートを示す図で
あり、（Ｂ）は各階調時の計測フローチャートを示す図
である。
【図３】（Ａ）は計測手順により作成される表を示す図
であり、（Ｂ）は直線性算出手順を説明するためのプロ
ーチャートを示す図である。
【図４】演算手順のフローチャートを示す図である。
【図５】（Ａ）は階調と計測値の関係を示す図であり、
（Ｂ）は計測値を微分して傾きをもとに直線性を算出す
る方法を説明するための階調と計測値の関係を示す図で
ある。
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【図６】（Ａ）は本発明の第２の実施の形態における計
測手順のフローチャートを示す図であり、（Ｂ）はその
計測手順により作成される表を示す図である。
【図７】（Ａ）は従来の液晶表示装置の表示回路のブロ
ック構成図、（Ｂ）は各温度における駆動電圧と透過率
の関係を示す図であり、（Ｃ）はコントラストボリュー
ムの設定値に応じた設定階調と駆動電圧との関係を示す
図である。 *
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*【符号の説明】
１      光源
２      光センサ
３      液晶表示パネル
３Ａ      測定対象部分
４      濃度調整信号
５      Ｄ／Ａコンバータ
６      Ａ／Ｄコンバータ

【図１】

【図２】
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